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平成 30 年 10 月 2 日 10 時より中田さんの司会で 10 月

例会が出席者 19 名にて開催されました。その後、恒例の理

事会が開催され、今月以降のイベント参加者を確認しまし

た。また、その後 14：00 よりセカンドライフファクトリー（ＳＬ

Ｆ）において、現在考案されている“ＮＰＯパートナーとうか

つのＨＰ”の使用方法講習会に 15 名が参加しました。 

  ■ ■ ■月例報告 ■ ■               

◆ まなび屋                      

①9 月 11日（火）                    

《テーマ》 江戸のなぜ 生類憐れみの令                   

《講 師》 二松学舎大学講師 松尾政司氏         

《参加者》 出席者 19名 スタッフ：2 名 計：21 名 

      《概  要》                    

＊将軍綱吉の時代に「悪法」として後生にも語り継がれて

いる「生類憐れみの令」が発令された。そして、庶民は無論

の事、武家も含め国民生活全体に悪法として大きな影響を

及ぼした。今回はこの法令はなぜ発令されたか、その理由

に焦点をあて解説された。              

＊その理由としては、「綱吉の生い立ち」や「綱吉の身体的

コンプレックス」、そして政権の中枢にいた「大老達が家康

以来の譜代の重鎮」

であり綱吉のコントロ

ールが効かないなど

が起因している。そ

こで従わないものは

厳しく罰する法令を

つくり、ことさらに外

に虚勢を張るような

強権政治の路線をと

ったと思われる。               

＊この法令は制定さ

れてから、綱吉の側

近や役人たちにより

拡大解釈された当初

の趣旨（生き物を大

切にする）とは違う

方向に広がり後世に

悪法として名を遺す

結果になったのでは

ないか、と言う事で

した。                                              

＊次回の「江戸のな

ぜ」（７）～江戸はな

ぜ清潔だったのか～ 

平成 31年 3 月 26 日

（火）10 時から 12 時（ニッセイ）です。 お楽しみに！！ 

 

①9 月 25 日（火）                    

《テーマ》 留学生と考えた「日本人のモラル」                   

《講 師》 麗澤大学 大学院 特別教授 教育学博士    

岩佐信道講師                      

《参加者》 出席者 11名 スタッフ：2 名 計：13 名 

 《概  要》                 

＊2011 年 3月 11日に発生した東日本大震災の時の事例を

あげて、米国のＣＮＮが報道した内容は、「この時、なぜ日本

には盗難事件や略奪行為が多発しなかったのか？」であっ

た。                              

＊また、よく道路端に設置されている無人の野菜売場が盗

難にあわないのはなぜか？                                             

＊この二つの事例を日本の学生と外国人の留学生 1,00 人

に自国（中国、韓国、台湾）の場合はどうなるか？アンケー

トを取ると盗難や略奪に合うと答えた率は日本人の学生

は 27％であったが、外国人留学生は 70％、９０％、６４％で

あった。                                                     

＊この差はなぜ起こるのか＜聞いてみると、日本の学校

で現在行われている「道徳教育」より、家庭教育や日本人

社会の人間関係の絆によると言う理由が一番多かったと

の事。このようなことから教科としてやる道徳より日常生

活の中で子供たちに社会の一員としての自覚や責任感を

持たせることを体験させ学ばせていくことが必要との事

でした。                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊麗澤大学の岩佐講師の講座は大変面白い方法での講座

でしたが、参加者がやや少なかったのが残念です。 
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◆ 9 月の事業活動報告           

1．創作研究会   18日 創作室（１）          

３Ｆ倉庫の片付け、工具整理に 10名が参加       

２．英会話 3日 参加者 11 名＋Ｓ2名 「写真につ

いて」 27日は「ハプスブルグ家について」を話し合

う。10 月は 1 日、15日、22 日、29日を予定している。                    

３．歌声サロン  23日アミュゼ柏 34名＋Ｓ4 名    

10月 7日アミュゼ柏、11月は 25日の予定です。                                   

４．絵手紙教室 9月 2 日；新聞色紙を用いてのちぎり

絵風の作品を描きました。  10月は 7日の予定                                                         

５．手芸教室 9月 9日 参加者 13名＋Ｓ1名       

和紙を使っての押絵風「花てまり」かわいい童女      

10 月は 28日を予定し干支「亥」を作る予定                                               

６．花クラフト教室                   

9 月 12日休会、10月はラベンダーの油分にて作成する

香りの針刺し。パッチワーク風に色合いを並べて作成

する。簡単なので、子供でもできる手つくりの作品で

す。                                  

◆イベント参加報告                

◎中央公民館フェスティバルに参加                  

●9 月 8 日〈土〉 手作り品販売 

 各教室で製作した作品や個人的に作成した作品をテ

ーブルに並べて販売しました。来場の皆さんからは大変

な好評価を得ました。ずっと続けたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●9月 8 日（土）  歌声喫茶：29 名参加、スタッフ 8 名 

 

●9月 9日（日） 体験教室 43 名参加 スタッフ 4 名 

 

◆新しい事業の開始 （毎月第３土曜日午前） 

◎豊四季台商店内活動館にて “こども工作：教室”を開講 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 ◎今後の予定               
●11月 3 日（土） 中央公民館                

ワクワク体験教室（ミニ本、クリスマスツリー、木と木の

実アート、編み物） 


